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吉村希至（岐阜女子大学・准教授） 

【学習到達目標】 

・ブルームの教育目標分類について，行動目標による例を取り上
げて説明できる． 

・ガニェの学習成果の 5 分類について，具体例を挙げて説明でき
る． 

・明確な学習目標について，具体的な単元において説明できる． 

 

１．学習目標を明確にする 

授業づくりは，まず学習目標を適切かつ明確にすることからスタ

ートする．学習目標とは，学習者が，わかるようになること，でき

るようになること，身に付けることなど，教師が授業でねらいとす

ることを，より具体的な形で表し，わかったか，できるようになっ

たか，身に付いたかを判断できるように書かれたものである． 

授業設計は，すべての学習者が目標を実現できるように，それに

向けた計画を立てることである．学習目標が不明確であると，授業

で何を目指して，どのように授業を進めていくのか，適切な教材は

何かなどが不明となる．学習目標を明確にすると，その目標自体が

適切なのかどうか，学習者にとって実現可能なのかどうかなどの検

討も可能になってくる．また，学習目標は，どの教師も共有できる

はっきりとした表現で示すことが求められる．どのような判断で学

習目標が実現できたか，一人一人の学習者の見取りをどの教師も共

通して行えることが重要である．明確な学習目標は，教師チームに

よる授業設計，授業評価にとっても不可欠で，そのことが授業改善

につながる． 

本講では，授業設計の最初の段階で行う，学習目標の明確化につ

いて説明する．明確な学習目標の設定のあり方と，授業設計の検討

すべき内容について述べる． 
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２．学習目標の分類 

＜ブルームの教育目標の分類体系＞ 

授業設計をするにあたって，明確な学習目標を設定することが求

められる．BS.ブルームらは，教育活動を通じて追求する目標を，

認知的領域，情意的領域，精神的領域の３つに分類した．それに関

わって，それぞれの領域でプロセスによりレベル分けし，教育目標

の分類体系（タキソノミー）を作成した．（表５－１） 

表５－１ ブルームの教育目標の分類体系 

 

ブルームらの分類体系による目標分析は，目標を 2 次元マトリッ

クス上で分析する．例えば，認知的領域をみると，情報を記憶する

ことに関する知識から，新しい情報についてコミュニケーションを

通して取り入れる理解，さらに，応用，分析，統合，評価と階層的

に分けている．カテゴリーは，単純なものから複雑なもの，具体か

ら抽象へと並べられ，累積的な階層を意味する．各カテゴリーにお

ける行動目標による具体例をあげると次のようになる．知識につい

ては，歴史で重要な出来事の年や主な人物の名前が言える．理解に

ついては，資料等で示された歴史的な出来事の短い要約が書けたり

話したりできる．評価については，２つの考え方のうち，どちらが

問題を解決するのによりよい方法であるかを判断できる．目標を分

析的に捉えることにより，何がわかり，何ができるようになるとよ

いかなどについて具体的に明らかにすることにつながる．（第４章） 
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＜ガニェの学習成果の５分類＞ 

R.ガニェは，ブルームのタキソノミーを拡張して，学習成果の５

分類を示した．ガニェは，学習成果を，言語情報，運動技能，知的

技能，認知的方略，態度の５つに分類している．(表５－２) 

表５－２ ガニェの学習成果の５分類 

この 5 分類による学習目標の分析は，各教科や領域の学習目標の

設定にも応用が可能となっている．また，学習指導要領に示されて

いる学力の３要素と対応関係があり，実際の授業設計をする上で，

この考えを用いて記述することにより，学習目標をさらに明確にす

ることになる．ガニェの５分類と学力の３要素，観点別評価の観点

の関係を次に示す．（表５－３） 

表５－３ ガニェの５分類，学力の３要素，評価の観点の関係 

ガニェの 

学習成果の５分類 
学習指導要領で示された 

学力の３要素 
観点別学習状況・ 

評価の観点 

言語情報 基礎的・基本的な 知識・理解 

運動技能 知識・技能 技能 

知的技能 思考力・判断力・ 思考・判断・表現 

認知的方略 表現力等  

 態度 主体的に取り組む態度 関心・意欲・態度 

この５分類を基に，目標行動として学習者の行動を観察可能な状

況で示していくことが有用である．学習目標を５分類で示した目標

行動で分析することにより，学習目標が目に見える形で具体化され

明確になる．このことは，明確な学習目標の設定，効果的な授業設

計を可能にする．これにより，学習目標に応じた適切な教え方や，

評価の仕方が明らかになり，目標が実現できたかの評価や新たな授

業改善へつながる．  

言語情報 物事・名称を覚える 

運動技能 体を動かして身に付ける 

知的技能 ルールを理解し活用する 

認知的方略 学び方を工夫する 

態度                                    気持ちを方向付ける 
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３．「目標と指導と評価の一体化」からの検討 

 学習者が，学習目標を実現できるようになることを目指して，私

たちは，計画的，系統的，意図的に効果的な指導を累積して授業を

展開していく．その過程や結果において，学習者の学びや育ちを評

価し，学習目標の実現状況に応じた授業改善や指導の徹底を図って

いく．目指していない目標や目標として値しない目標を評価するこ

とは意味がない．実現を目指す学習目標と実現状況の確かめである

評価は，表裏一体であり，学習目標の実現の成果をあげるために指

導がある．つまり，「指導と評価の一体化」では十分でなく，「目

標と指導と評価の一体化」（いわゆる「PDCA サイクル」）でなけ

ればならない．例えば計算のテストを行い，採点し点数を記録し学

習者に返却して終わりであるなら，学習目標を実現したことになら

ないし，指導者は学習者に対して責任を果たしたことにならない．

採点時に，誤りを分析し，指導者はそれに応じた指導を行い，学習

者が計算の意味を理解し，正しく計算できるようになるまで指導し

たり，授業改善を図ったりすることが重要である．（図５－１） 

                 実現状況の確かめ 

  目標  →  指導  →  評価  （誤答分析） 

           補充学習・発展学習  

           指導の改善             授業改善 

              

     

           指導計画や指導の在り方の改善，見直し 

図５－１ 目標と指導と評価の一体化 

「目標と指導と評価の一体化」において，学習目標が明確である

ことが不可欠である．具体的で明確でない学習目標は，実現意識や

計画性の弱さをもたらし，評価の曖昧さ，見過ごして学習を進める

こと，学習改善がされないことにつながる．どのような学習目標の

実現を目指すのか，明確な学習目標の吟味，検討が求められる． 
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５．明確な学習目標を設定する 

明確な学習目標設定の流れは次のようである． 

①学習指導要領に定められた目標を分析する． 

         ↓ 

②学年の目標，内容を吟味，単元の学習目標を設定する． 

         ↓ 

③目標分析表を基に，行動目標として記述する． 

         ↓ 

④本時の重点を定め，本時の学習目標を設定する． 

学習目標の記述にあたっては，前述したガニェの学習成果の 5 分

類による学習者の行動を観察可能な形で示した行動目標で表す．ま

た，教科書に示された展開にしたがって授業を展開する場合には，

目標分析による目標の吟味，検討の必要はあまりない．しかし，教

科内容に精通し，学習者の実態を把握し，それに即して指導を創造，

工夫した学習展開をしようとするなら，目標分析は必要である． 
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【ワークショップ】 

ガニェの学習成果の５分類をもとに，各教科や単元を例にとっ

て，グループで明確な学習目標を設定して発表しなさい． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


